
高松宮家本「職人歌合絵巻」

〔資
料
紹
介
〕

高
松
宮
家
本
「
職
人
歌
合
絵
巻
」

小神

島庭

道信

裕幸

　
当
館
が
所
蔵
す
る
「
職
人
歌
合
絵
巻
」
一
巻
（
高
松
宮
家
禁
裏
本
（
以
下
「
高
松

宮
家
本
」
。
ホ
函
＝
二
）
は
、
中
世
職
人
歌
合
絵
巻
の
一
作
品
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て

い

る
が
、
資
料
自
体
に
つ
い
て
の
検
討
と
紹
介
は
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
に
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

れ
て

き
た
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
こ
の
作
品
は
汚
損
が
か
な
り
激
し
く
、
画
像
を

十
分
に

判
読
で

き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
ほ
ど
こ
の
汚
損
を
軽
減
さ
せ
た

状
態
を
想
定
し
、
あ
る
程
度
復
原
的
な
手
法
を
用
い
た
複
製
品
を
製
作
し
た
。
そ
こ

で
、
復
原
的
作
業
の
根
拠
と
す
る
た
め
に
行
っ
た
調
査
で
得
ら
れ
た
所
見
を
中
心
に
、

検
討
の

結
果
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
高
松
宮
家
本
「
職
人
歌
合
絵
巻
」
は
、
「
建
保
第
二
（
一
二
一
四
）
の
秋
の
こ

ろ
東
北
院
の
念
仏
に
…
」
と
い
う
序
文
を
持
ち
、
五
番
の
歌
合
か
ら
な
る
「
東

北
院
職
人
歌
合
絵
巻
」
五
番
本
の
一
写
本
で
あ
る
。
五
種
類
あ
る
中
世
の
職
人
歌
合

の

中
で
も
最
古
の
作
品
と
さ
れ
る
こ
の
系
統
に
属
す
る
写
本
は
、
曼
殊
院
本
（
現
東

京
国
立
博
物
館
蔵
）
、
高
松
宮
家
本
、
そ
れ
に
近
年
紹
介
さ
れ
た
「
東
北
院
職
人
歌
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

五
番
本
色
紙
形
貼
交
屏
風
」
（
以
下
「
貼
交
屏
風
」
）
の
三
点
が
知
ら
れ
、
原
祖
本
は

存
在
せ
ず
い
ず
れ
も
写
本
で
あ
る
が
、
曼
殊
院
本
と
後
二
者
は
画
像
が
か
な
り
異
な

り
、
明
ら
か
に
祖
本
が
異
な
る
。
ま
た
、
曼
殊
院
本
と
「
貼
交
屏
風
」
が
一
部
に
彩

色

を
施
し
た
程
度
な
の
に
対
し
、
高
松
宮
家
本
は
全
体
に
彩
色
が
あ
り
、
も
っ
と
も

華
麗
で

あ
る
。
製
作
年
代
は
、
曼
殊
院
本
は
詞
書
が
花
園
院
の
筆
で
正
平
三
年
二

三
四

八
）
以
前
、
「
貼
交
屏
風
」
は
詞
書
が
三
貌
院
近
衛
信
弄
で
慶
長
一
四
年
（
一
六

一
四
）
以
前
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
高
松
宮
家
本
は
筆
者
・
年
代
共
に
定
説
を
見
る

に

至
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
一
般
的
に
は
室
町
末
期
の
作
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

で

は
こ
れ
に
従
っ
て
お
き
た
い
。
た
だ
、
伝
来
か
ら
見
て
も
高
松
宮
家
本
が
天
皇
家

を
中
心
と
す
る
宮
廷
社
会
の
中
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な

く
、
後
述
す
る
よ
う
な
贅
沢
な
色
使
い
や
、
画
像
が
極
め
て
繊
細
・
巧
緻
で
あ
る
こ

と
も
そ
の
故
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
法
量

は
縦
二
八
・
七
㎝
、
横
六
七
五
㎝
（
本
紙
の
み
）
、
一
六
紙
か
ら
な
り
、
一
紙

の
横
は
第
一
六
紙
を
除
い
て
ほ
ぼ
四
三
㎝
で
あ
る
。
現
状
は
巻
子
装
で
錦
地
の
表
紙

と
金
銀
箔
散
し
の
見
返
し
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
題
箋
・
奥
書
等
は
な
い
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
全
面
に
汚
損
が
あ
り
、
薄
黒
い
茶
色
に
な
っ
て
い
る
。
煤
状
の

粒
子

が
、
紙
の
繊
維
の
中
ま
で
入
り
込
む
形
で
大
量
に
付
着
し
て
お
り
、
過
去
に
実

施

さ
れ
た
修
理
に
際
し
て
、
無
理
に
こ
れ
を
除
去
し
よ
う
と
し
た
た
め
か
、
刷
毛
目

状
の
ム

ラ
が
で
き
、
ま
た
一
部
で
は
墨
．
彩
色
や
料
紙
ま
で
こ
す
り
取
ら
れ
て
、
表
　
1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

面
の

繊
維
の
一
部
が
部
分
的
に
寄
っ
て
し
ま
っ
た
箇
所
も
あ
る
。
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こ
の
た
め
、
多
く
は
淡
彩
で
描
か
れ
て
い
る
画
像
が
か
な
り
見
え
に
く
く
な
っ
て

お

り
、
画
像
の
色
自
体
も
、
は
た
し
て
本
来
の
色
な
の
か
、
そ
れ
と
も
汚
れ
を
被
っ

た

た
め
に
変
化
し
た
色
な
の
か
判
別
し
が
た
い
状
態
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

詳

し
く
は
後
述
す
る
が
、
本
資
料
が
中
世
の
職
人
の
画
像
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
展

示
等
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
画
像
の
形
を
見
や
す
く
し
、

ま
た
色
彩
も
本
来
の
色
が
わ
か
る
状
態
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
原
本
の
状
態
も
考
慮
し
て
複
製
品
を
製
作
す
る
こ
と
と
し
、
以
下
の
要

領
で
着
手
し
た
。

・

ま
ず
、
顔
料
の
同
定
の
参
考
と
す
る
た
め
に
X
線
に
よ
る
撮
影
を
行
い
、
ま
た
顕

　
微
鏡
に

よ
っ
て
原
品
の
詳
細
な
観
察
を
行
い
、
描
写
と
彩
色
、
お
よ
び
汚
損
の
状

　
況

を
把
握
し
た
。
こ
の
作
業
は
顕
微
鏡
画
像
を
一
方
で
ビ
デ
オ
に
録
画
し
、
復
原

　
作
業
の
参
考
と
し
た
。
彩
色
の
分
光
反
射
ス
ペ
ク
ト
ル
も
測
定
し
、
彩
色
復
原
の

　
推
定
の
助
け
と
し
た
が
、
顔
料
を
特
定
す
る
た
め
の
蛍
光
X
線
分
析
あ
る
い
は
X

　
線
回

折
分
析
は
今
回
は
実
施
し
な
か
っ
た
。

・

複
製
の
仕
様
は
、
現
状
複
製
で
は
な
く
復
原
的
作
業
を
伴
う
た
め
、
手
彩
色
と
し

　
た
。
ま
ず
全
体
を
全
紙
判
カ
メ
ラ
で
原
寸
大
撮
影
し
、
料
紙
の
上
に
薄
く
コ
ロ
タ

　
イ
プ
印
刷
し
て
形
を
出
し
、
そ
の
上
に
日
本
画
の
要
領
で
筆
で
色
を
付
け
て
い
く

　
方
法
で
あ
り
、
色
調
・
色
の
濃
度
・
画
材
な
ど
に
つ
い
て
は
希
望
通
り
に
行
う
こ

　

と
が
で
き
る
点
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

・

複
製
は
、
完
全
な
復
原
で
は
な
く
、
汚
れ
を
軽
減
さ
せ
て
形
と
色
を
現
状
よ
り
明

　
瞭
に

す
る
程
度
に
と
ど
め
た
。
一
部
欠
失
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
ま
た
汚
れ
と

　
彩
色
を
完
全
に
区
別
す
る
こ
と
も
困
難
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
、
現
実
に
は
困
難

　
な
、
汚
れ
を
あ
る
程
度
除
去
し
た
状
態
を
想
定
し
て
の
作
品
と
し
た
。
従
っ
て
、

　
料
紙
が
こ
す
ら
れ
て
で
き
た
傷
な
ど
は
、
そ
れ
と
わ
か
る
形
で
表
現
し
て
い
る
。

　
お

よ
そ
以
上
で
あ
り
、
完
全
な
現
状
複
製
で
も
復
原
複
製
で
も
な
い
複
製
は
通
常

は
行
わ
な
い
が
、
今
回
は
資
料
の
状
況
の
特
性
と
目
的
か
ら
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
な

方
法

を
採
用
し
た
。
結
果
と
し
て
は
、
展
示
資
料
、
な
い
し
説
明
用
の
資
料
と
し
て

は
、
比
較
的
違
和
感
の
少
な
い
も
の
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
（
写

真
5
2
に
一
部
を
示
し
た
）
。

以
下
、
画
像
の
一
点
つ
つ
の
特
徴
お
よ
び
検
討
結
果
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

1
　
医
師
（
写
真
1
～
9
）

　
正
面
に

天
秤
で
薬

を
量
る
男
、
右
側
に
薬
研
を
か
け
て
い
る
男
。
X
線
に
は
唇
・

朱
色
の
下
着
・
衣
服
の
青
色
の
紐
・
天
秤
の
青
色
の
紐
お
よ
び
金
色
の
皿
・
文
箱
の

金
色
の

模
様
お
よ
び
金
色
の
水
差
し
・
濃
い
赤
色
の
薬
・
黒
い
皿
の
杓
・
手
前
の
桶

の

朱
色
の

部
分

な
ど
が
写
っ
て
い
る
。
顔
や
文
箱
の
描
写
に
は
、
濃
淡
二
種
類
の
墨

が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
頬
な
ど
に
は
薄
く
赤
が
入
っ
て
い
る
が
、
粒
子
は
よ
く

見

え
な
い
。
正
面
の
男
の
衣
服
の
色
は
顕
微
鏡
で
も
判
断
は
難
し
い
が
、
本
来
現
状

に

近
い

ウ
グ
イ
ス
色
だ
っ
た
と
判
断
し
た
。
衣
服
の
裾
を
か
が
っ
て
い
る
紐
は
、
肉

眼
で

は
緑
色
に
見
え
る
が
、
墨
線
の
上
に
岩
群
青
と
考
え
ら
れ
る
青
色
が
塗
ら
れ
て

い

る
。
薬
研
を
か
け
て
い
る
男
の
衣
服
の
地
色
は
青
色
と
も
緑
色
と
も
見
え
、
模
様

は
青
色
と
白
色
で
描
か
れ
て
い
る
。
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金
属
顕
微
鏡
に

よ
る
観
察
（
2
0
0
倍
）
で
は
、
正
面
の
男
、
薬
研
を
か
け
て
い

る
男
の
衣
服
は
共
に
、
極
微
粒
の
濃
青
色
の
顔
料
粒
子
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
は
明
ら

か
に

紐
や

模
様
を
表
し
た
青
色
顔
料
と
は
異
な
っ
て
見
え
る
。
お
そ
ら
く
藍
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
。
正
面
の
医
師
の
衣
服
に
は
黄
、
榿
、
赤
色
の
粒
子
も
多
数
見
え

る
こ
と
か
ら
、
衣
服
は
ウ
グ
イ
ス
色
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
方

の

衣
服
の

地
色
の
分
光
反
射
ス

ペ

ク
ト
ル
の
曲
線
は
似
て
い
る
。

　
天
秤
の

皿
を
吊
す
紐
も
墨
と
青
で
描
か
れ
て
い
る
。
手
前
の
薬
は
茶
色
に
見
え
る

が
朱
と
墨
の
点
描
、
天
秤
の
分
銅
と
皿
お
よ
び
文
箱
の
水
差
し
と
文
様
・
黒
い
皿
の

中
の
杓
は
金
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
貼
交
屏
風
」
で
も
同
じ
所
に
金
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
手
前
の
桶
は
水
銀
朱
と
考
え
ら
れ
る
赤
色
と
濃
い
墨
で
描
か
れ
、
部
分
的
に
擦

れ
に

よ
る
欠
損
が
見
ら
れ
る
。

2
　
陰
陽
師
（
写
真
1
0
～
H
）

　
台
の
上
に
三
つ
の
御
幣
を
立
て
た
三
宝
を
載
せ
祈
薦
す
る
男
。
三
宝
の
上
の
供
物

の

皿
・
左
の
灯
明
・
手
前
の
皿
に
は
朱
色
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
宝
の
上

の

皿
・
曲
物
の
中
・
御
幣
に
は
白
色
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
台
は
薄
赤
い
彩
色
。
男

の

持
つ
御
幣
と
衣
服
に
は
彩
色
が
な
く
、
紙
の
地
色
の
ま
ま
で
あ
る
。
X
線
で
は
点

描
の
供
物
の
朱
と
白
色
の
部
分
が
写
っ
て
い
る
。

3
　
鍛
冶
（
写
真
1
2
～
1
5
）

　
焼
け
た
鉄
を
前
に
向
き
合
っ
て
槌
を
持
っ
た
男
二
人
。
左
側
の
男
の
緑
の
衣
服
・

赤

く
な
っ
た
墨
・
赤
く
な
っ
た
刃
物
は
X
線
に
写
っ
て
い
る
。
奥
に
ブ
イ
ゴ
、
手
前

に

墨
俵

と
ヤ
ス
リ
な
ど
。
槌
は
薄
墨
。
右
側
の
男
の
上
着
と
左
側
の
男
の
袴
の
水
色

は
拡
大
し
て
も
や
は
り
青
色
に
見
え
る
が
、
粒
子
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
右
側
の
男

の

袴

は
朱
色
と
墨
の
粒
子
に
よ
っ
て
茶
色
に
見
え
て
い
る
。
左
側
の
人
物
の
腰
の
衣

服
は
岩
緑
青
と
考
え
ら
れ
る
鮮
や
か
な
緑
色
で
あ
る
。
顔
と
体
に
は
赤
み
と
立
体
感

を
表
す
隈
取
り
が
見
ら
れ
る
。
手
前
の
木
（
？
）
の
上
に
黒
い
コ
字
形
を
付
け
た
道

具
の

部
分

に
は
、
白
い
下
地
が
見
ら
れ
る
。
補
彩
の
た
め
の
下
地
と
考
え
ら
れ
、
他

に

こ
の
よ
う
な
下
地
は
見
あ
た
ら
な
い
。
淡
い
青
に
見
え
る
右
側
の
男
の
上
着
の
地

色
の

分
光
反
射
ス
ペ
ク
ト
ル
は
、
医
師
の
も
の
と
類
似
し
て
い
る
。

4
　
番
匠
（
写
真
1
6
～
1
9
）

　
指
金
を
木
材
に
当
て
る
男
と
箱
に
も
た
れ
て
こ
れ
を
見
る
若
者
。
奥
に
木
材
、
手

前
に
槌
・
墨
壼
な
ど
。
X
線
で
は
右
側
の
若
者
の
衣
服
の
青
色
部
分
と
腰
に
見
え
る

白
色
の
帯
が
写
っ
て
い
る
。
若
者
の
衣
装
の
青
色
部
分
は
顔
料
粒
子
が
粗
く
、
白
色

の

模
様
は
青
色
の
上
に
彩
色
し
て
あ
る
。
左
側
の
男
の
袴
は
水
色
に
見
え
る
が
、
や

は
り
粒
子
が
わ
か
ら
な
い
。
分
光
反
射
ス
ペ
ク
ト
ル
は
医
師
の
も
の
に
類
似
。
模
様

は
青
色
で
あ
る
。
上
着
は
淡
い
赤
茶
の
地
色
に
、
赤
色
と
墨
を
用
い
た
茶
色
の
模
様
。

5
　
刀
磨
（
写
真
2
0
～
2
3
）

　
刀

を
研
ぐ
男
一
人
。
奥
に
桶
、
手
前
に
槍
と
長
刀
の
穂
先
、
砥
石
と
紙
の
入
っ
た

箱
。
刀
を
研
ぐ
左
手
の
下
か
ら
は
水
が
な
が
れ
て
い
る
描
写
が
あ
る
。
刀
の
刃
の
部

分

は
、
い
ず
れ
も
銀
色
に
光
っ
て
見
え
る
。
薄
墨
の
上
に
銀
色
の
も
の
を
塗
っ
て
あ
　
1
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

る
よ
う
に
見
え
、
長
刀
の
刃
先
に
は
絵
具
が
玉
状
に
な
っ
て
い
る
。
X
線
で
は
写
ら
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な
か
っ
た
た
め
、
金
属
で
は
な
く
細
か
い
雲
母
の
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

X
線
に
写
っ
て
い
る
の
は
衣
服
の
濃
い
青
の
部
分
だ
け
で
あ
る
。
衣
服
の
淡
い
青
色

の

地
色
の

分
光
反
射
ス

ペ

ク
ト
ル
は
医
師
の
も
の
に
類
似
し
て
い
る
。

6
　
鋳
物
師
（
写
真
2
4
～
2
8
）

　
上
か

ら
吊
さ
れ
た
縄
に
つ
か
ま
っ
て
足
踏
み
式
の
ブ
イ
ゴ
を
踏
む
男
二
人
。
縄
は

黄
土

と
茶
。
右
側
の
炎
の
加
減
を
見
る
男
の
目
に
は
両
目
と
も
に
白
目
が
塗
ら
れ
て

い

る
。
X
線
で
は
火
の
粉
と
袴
の
青
色
の
模
様
が
写
っ
て
い
る
。
二
人
の
男
の
上
着

は
と
も
に
白
色
で
塗
っ
て
あ
る
。
右
側
の
男
の
袴
の
模
様
は
鮮
や
か
な
青
色
顔
料
で

描
か
れ
、
所
々
に
擦
れ
て
剥
落
し
た
箇
所
が
あ
り
、
下
の
紙
が
見
え
て
い
る
。
淡
い

青
の

袴
の

地
色
の

分
光
反
射
ス
ペ
ク
ト
ル
は
、
医
師
の
も
の
に
類
似
し
て
い
る
。

7
　
巫
（
写
真
2
9
～
3
3
）

　
鼓

を
持
つ
女
一
人
。
X
線
に
は
白
い
数
珠
玉
・
緑
と
朱
色
の
衣
服
・
衣
服
の
上
の

模
様
・
鼓
の
紐
が
写
っ
て
い
る
。
額
に
は
白
、
衣
服
の
隈
取
に
は
白
と
朱
色
、
ま
た

緑
と
朱
色
の
衣
服
の
上
に
は
金
で
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
鼓
の
紐
は
青
色
で
描
か

れ
て

い

る
。
鼓
の
皮
の
部
分
は
薄
く
朱
色
を
帯
び
て
い
る
。
緑
色
の
衣
服
の
上
に
描

か
れ

た
厚
塗
り
の
白
い
数
珠
玉
は
剥
落
し
て
い
る
。

8
　
博
打
（
写
真
3
4
～
3
6
）

　
養
を
投
げ
る
男
一
人
。
X
線
に
は
双
六
の
白
い
石
が
写
っ
て
い
る
。
揮
に
は
白
を

塗
っ
て
い
る
。
費
の
中
に
も
白
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
双
六
の
白
と
こ
れ
ら
の
白
と
は

材
質
が
異

な
り
、
前
者
が
鉛
白
、
後
者
が
胡
粉
の
可
能
性
が
あ
る
。

9
　
海
人
（
写
真
3
7
～
4
2
）

　
薪
を
担
ぐ
男
と
小
屋
の
中
で
塩
を
焼
く
男
。
X
線
で
は
男
の
白
い
帯
・
破
風
の
枝
・

左
側
の
男
の
衣
服
の
模
様
・
右
側
の
男
の
衣
服
の
模
様
が
写
っ
て
い
る
。
竈
に
は
白

色
が
塗

ら
れ
お
り
、
海
の
波
に
は
剥
落
が
多
い
が
厚
塗
り
の
白
が
塗
ら
れ
て
い
る
。

小
屋
の

破
風
の

部
分
に

は
、
枝
の
付
い
た
木
の
葉
が
金
で
描
か
れ
て
い
る
。
肉
眼
で

は
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、
X
線
で
は
明
瞭
に
写
っ
た
た
め
判
明
し
た
。
「
貼
交

屏
風
」
で
も
、
写
真
で
は
や
や
わ
か
り
に
く
い
の
だ
が
、
や
は
り
同
じ
部
分
に
金
が

用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
左
側
の
男
の
衣
服
は
青
み
を
帯
び
て
お
り
、
高
倍
率
の
顕
微
鏡
観
察
（
2
0
0
倍
）

で

は
青
色
の
微
粒
子
が
見
え
る
。
藍
と
考
え
ら
れ
る
。
左
側
の
男
の
衣
服
の
地
色
分

光
反
射
ス
ペ
ク
ト
ル
は
医
師
の
も
の
に
類
似
し
て
い
る
。
青
色
の
模
様
は
粒
子
の
粗

い

顔
料
で
描
か
れ
て
い
る
。
右
側
の
人
物
の
衣
服
の
地
色
は
朱
色
の
顔
料
と
墨
と
に

よ
る
茶
色
で
、
模
様
は
墨
の
輪
郭
の
中
に
濃
い
赤
で
彩
色
し
て
あ
る
。

10

　
頁
人
（
写
真
4
3
～
4
9
）

　
荷
物
を
背
負
い
腰
を
下
ろ
し
た
男
一
人
。
水
色
の
衣
服
に
は
、
剥
落
が
激
し
い
が
、

白
で
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
X
線
で
は
脚
絆
の
み
が
写
っ
て
い
る
。
水
色
に
見
え

る
衣
服
の
分
光
反
射
ス
ペ
ク
ト
ル
は
医
師
の
も
の
に
類
似
し
て
い
る
。
脚
絆
に
は
青

い

顔
料
が
用
い
ら
れ
、
一
部
剥
落
し
て
い
る
。
膝
の
部
分
の
衣
服
に
は
黄
色
の
彩
色

が
あ
る
。
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11

　
経
師
（
写
真
5
0
・
5
1
）

　
版
木
に
紙
を
当
て
て
刷
る
男
と
表
紙
を
付
け
て
巻
物
を
作
る
男
。
X
線
で
は
左
側

の
巻
物
お

よ
び
そ
の
紐
が
写
っ
て
い
る
。
左
の
男
の
傍
ら
の
小
刀
に
は
、
銀
色
の
よ

う
な
光
沢
を
持
つ
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
糊
を
入
れ
た
容
器
に
は
「
貼
交

屏
風
」
で
は
金
が
塗
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。
墨
を

入
れ

た
容
器
の
中
の
杓
は
茶
色
で
、
医
師
の
と
こ
ろ
で
金
を
用
い
て
い
た
の
と
は
異

な
る
。
赤
み
を
帯
び
た
箱
と
版
木
に
は
、
朱
色
と
墨
を
混
ぜ
た
彩
色
が
施
し
て
あ
る
。

巻
物
に
は
白
で
紐
が
描
か
れ
て
い
る
。
青
み
を
帯
び
た
右
側
の
僧
侶
の
衣
服
の
分
光

反
射
ス
ペ
ク
ト
ル
は
医
師
の
も
の
に
類
似
し
て
い
る
。

以
上
、
彩
色
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・

X
線
の
透
過
率
か
ら
判
断
す
る
と
、
白
色
に
は
二
種
類
の
顔
料
が
使
わ
れ
て
い
る

と
推
定
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
鉛
白
と
胡
粉
で
は
な
か
ろ
う
か
。

・

黄
色
の
表
現

は
、
鋳
物
師
の
フ
イ
ゴ
の
紐
と
商
人
の
膝
部
分
の
衣
服
の
黄
色
が
黄

土

と
考
え
ら
れ
る
顔
料
を
使
用
し
て
い
る
の
を
除
き
、
金
色
の
金
属
を
用
い
て
い

る
。
お
そ
ら
く
金
泥
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

・

粗
い
青
色
顔
料
お
よ
び
緑
色
顔
料
は
X
線
が
透
過
し
に
く
い
の
で
、
天
然
の
鉱
物

顔
料
で
あ
る
岩
群
青
お
よ
び
岩
緑
青
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・

朱
色
に
は
水
銀
朱
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
他
の
顔
料
は
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

・

茶
色

は
朱
色
と
墨
の
混
合
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

・

銀
色
に

光

る
刃
物
の
表
現
は
、
銀
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
雲
母
な
ど
の
透
明
で
艶

の

あ
る
顔
料
と
墨
と
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・

衣
服
の

彩
色
が
青
か
緑
か
不
明
瞭
な
部
分
は
、
拡
大
観
察
か
ら
青
色
顔
料
に
よ
っ

て

主
に

構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
加
え
ら
れ
る
黄
や
朱
色
の
顔
料
に
よ
っ
て

緑
色
を
帯
び
た
よ
う
に
見
え
、
青
色
顔
料
は
微
粒
の
藍
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

商
人
の

衣
服

は
肉
眼
で
は
明
ら
か
に
青
み
を
帯
び
て
お
り
、
そ
の
分
光
反
射
ス
ペ

ク
ト
ル
と
他
の
衣
服
の
ス
ペ
ク
ト
ル
と
は
ほ
ぼ
同
じ
形
を
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

衣
服
の

色

は
薄
い
藍
色
の
色
調
を
帯
び
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）
カ
ラ
ー
写
真
は
『
古
美
術
』
七
四
（
一
九
八
五
）
に
六
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
極
め
て

　
　

色
調
が
悪
い
。

（
2
）
岩
崎
佳
枝
「
個
人
蔵
　
東
北
院
職
人
歌
合
五
番
本
色
紙
形
貼
交
屏
風
」
（
『
古
美
術
』
七
四
二

　
　

九

八
五
）
）
。
こ
の
他
、
断
簡
に
フ
ー
リ
ア
美
術
館
本
が
あ
り
、
高
松
宮
家
と
同
系
統
の
祖
本
、

　
　

同
時
代
の
作
品
と
さ
れ
て
い
る
。
（
森
暢
「
職
人
歌
合
絵
巻
に
つ
い
て
」
（
前
掲
書
）
）
。

（
3
）
詞
書
筆
者
を
後
陽
成
天
皇
の
弟
八
条
宮
智
仁
親
王
（
一
五
七
九
～
一
六
三
九
）
の
可
能
性
が

　
　

あ
る
と
し
、
年
代
を
江
戸
初
期
ま
で
下
げ
る
見
解
も
あ
る
（
岩
崎
佳
枝
『
職
人
歌
合
－
中
世
の

　
　

職
人
群
像
』
（
一
九
八
七
年
）
、
平
凡
社
）
が
、
こ
こ
で
は
従
わ
な
い
。
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〈
詞
書
釈

文
V

建
保
第
二
の
秋
の
こ
ろ
、
東
北
院

の

念
仏
に
九
重
の
人
々
男
女
た

か

き
も
い
や
し
き
も
こ
そ
り
侍
り
し

に
、
み
ち
く
の
者
と
も
人
な
ミ
く
に

い

ま
い
り
て
聴
聞
し
侍
け
る
に
、
時
し

も
九
月
十
三
夜
の
月
く
ま
な
か
り

け
る
に
、
こ
〉
ろ
あ
る
人
は
寄
を
よ
み

連
歌
な
と
し
て
こ
〉
ろ
を
す
ま
し
遊

け
る
に
、
う
ら
や
ま
し
と
や
お
も
ひ
け

む
、
道
々
の
者
と
も
心
を
す
ま
し
て

あ
そ
ひ
け
る
に
、
月
や
う
く
山
端
に

入

な
ん
と
す
る
お
り
ふ
し
、
を
の
く

こ
よ
い
の
な
こ
り
こ
そ
な
く
さ
め

か

た
く
侍
れ
、
か
く
て
八
雲
の
煙
立
は

な
れ
な
は
、
何
事
を
か
お
も
ひ
出
に

せ

む
、
我
も
人
も
心
の
色
を
あ
ら
は

し
て
水
茎
の
な
か
れ
世
の
か
た
み
に

せ
む

と
て
歌
合
を
す
〉
め
け
る
、

題　
月
　
　
　
恋

作
者

左

医
師

鍛
冶

刀
磨

巫海
人

　
判
者

経
師

一
番

　
右

陰
陽
師

番
匠

鋳
物
師

博
打

質
人

　
　
左
　
　
（
医
師
）

む

ら
雲
の
か
x
れ
る
月
の
薬
に
は

よ
は
の
あ
ら
し
そ
成
へ
か
り
け
る

き
み
ゆ
へ
に
こ
〉
う
と
つ
け
る
や
せ
病

あ
は
ぬ
つ
き
め
に
灸
治
し
て
ミ
む

　
　
右
　
　
（
陰
陽
師
）

再
拝
や

た
か
ま
の
原
に
す
む
月
に

あ
ま
の
八
重
雲
か
〉
ら
す
も
か
な

お

も
ひ
あ
ま
り
き
み
に
は
鬼
気
の
祭
し
て

し
る
し
も
ミ
へ
ぬ
御
神
楽
そ
う
き

月
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恋
左
の

あ
ら
し
め
つ
ら
し
く
と
り
よ
せ
て

こ
〉
ろ
詞
と
も
に
い
ひ
し
ら
れ
て
侍
り

右
の
寄
初
の
句
耳
に
た
ち
て

侍
、
た
か
ま
の
原
と
い
ふ
す
ゑ
に

あ
ま
の
や
へ
く
も
と
む
す
は
れ
た
る

や

ま
ひ
に
や
、
さ
れ
は
左
勝
、

左
右
い
つ
れ
も
興
に
き
こ
え
侍
、
判

者

を
よ
ふ
所
に
あ
ら
す
、
何
勝
と
定

か

た
し
、
ふ
た
り
の
男
を
わ
き
か
ね
て

生
田

の

河
に

身
を
な
け
し
女
の

こ
〉
ち
し
て
、

二
番

　
左
　
　
（
鍛
冶
）

月
に
ね
ぬ
や
と
〉
や
人
の
お
も
ふ
ら
ん

い

つ

も
た
え
せ
ぬ
あ
ひ
つ
ち
の
音

あ
ふ
こ
と
ハ
や
か
て
た
か
ね
の
は
か
み
草

い

さ
〉
は
人
を
お
も
ひ
き
り
て
む

　
右
　
　
（
番
匠
）

す

み

か
ね
の

な
を
り
を
た
〉
す
身
な
れ
と
も

か

た
ふ
く
月
に
か
う
は
り
そ
な
き

あ
は
む
と
ハ
下
か
た
め
せ
し
君
な
れ
と

ま
た
半
作
の
恋
を
す
る
か
な

月　
左

な
た
ら
か
に
侍
り
、
但
大
か
た
の
宿

　

な
ら
ひ
に
よ
ま
れ
た
り
、
右
詞
つ
〉
き

　

よ
ろ
し
く
侍
り
、
か
た
ふ
く
月
と
よ
ま

　
れ

た
る
い
か
x
侍
ら
ん
、
月
の
言
を
は

　
盛
に

よ
む
へ
き
と
そ
ふ
る
き
寄

　
　
ハ
マ
マ
　

　
合
に

に

申
た
る
、
こ
れ
か
れ
な
そ

　
ら
へ
て
持
に
や
侍
ら
ん
、

恋　
左
の
寄
な

た
ら
か
に
侍
り
、
但
い
さ
〉
ハ

　
人
を
お
も
ひ
き
り
て
む
と
心
に
ま
か
せ

　
ら
れ
た
る
こ
そ
耳
に
立
て
侍
れ
、

　
恋

は
は
て
な
し
と
こ
そ
ふ
る
く
も

　
申
な
ら
ひ
た
る
事
に
て
侍
れ
ハ

　
聞
に
く
〉
侍
り
、
恋
の
こ
〉
ろ
ハ
う
す
く

　
侍
れ

と
、
い
ま
す
こ
し
左
ハ
ま
さ
る
と

　
申
へ
し
、

左番

（刀
磨
）
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我
や

と
の
砥
水
に
や
と
る
月
か
け
の

あ
や
し
や
い
か
に
さ
ひ
て
み
ゆ
ら
ん

き
ミ
ゆ
へ
に
き
も
x
こ
〉
う
も
と
き
は
て
〉

わ
か
身
ひ
と
つ
そ
き
え
な
か
り
け
る

　
右
　
　
（
鋳
物
師
）

月
か
け
を
も
x
度
み
か
く
あ
ら
し
哉

こ
れ
や
ま
す
み
の
鏡
な
る
ら
む

と
ふ
人
を
待
と
せ
し
ま
に
ま
か
ね
ふ
く

き
ひ
の
中
山
跡
た
え
に
け
り

月　
右
の
歌
便
い
ミ
し
く
と
り
よ
ら
れ
た
り

　
此
歌
楊
州
の
百
練
鏡
の
事
を

　
思
て

よ
ろ
し
く
侍
と
も
心
の
中
い

　

ま
す
こ
し
お
も
ひ
入
た
る
所

　
あ
り
て
き
こ
え
侍
り
、
左
か
勝
と
申
、

恋　
左

さ
し
た
る
な
ん
な
し
、
右
ふ
る

　
き
事
を
め
つ
ら
し
く
と
り
な

　
さ
れ
た
り
、
持
に
や
、

　四
左番

（巫
）

ひ

く
し
め
の
う
ち
へ
な
入
そ
夜
は
の
月

さ
は
か
り
雲
の
こ
〉
ろ
ゆ
か
ぬ
に

き
ミ
と
は
れ
口
を
よ
せ
て
そ
ね
ま
ほ
し
き

つ

つ
み

も
は
ら
も
う
ち
た
〉
き
つ
〉

　
右
　
　
（
博
打
）

お

ほ
つ
か
な
た
れ
に
う
ち
い
れ
て
月
影
の

く
も
の
衣
を
ぬ
き
て
い
つ
ら
ん

我
恋

は
か
た
お
く
れ
な
る
す
く
ろ
く
の

わ

れ
て

も
人
に
あ
は
む
と
そ
お
も
ふ

月　
左
右
と
も
に
ゆ
う
に
き
こ
え
侍
り
、
右
今

　
す

こ
し
我
身
に
思
し
ら
れ
た
る
所

　
あ
り
、
右
勝
に
や
侍
ら
む
、

恋　
左
恋
の
こ
〉
ろ
あ
さ
か
ら
す
、
右
た
よ

　
り
お
も
し
ろ
く
侍
り
、
持
と
申
へ
し
、

五
番

　
左
　
　
（
海
人
）

月
を
み
て
さ
て
も
過
へ
き
身
成
を
は

あ
き
は
も
し
ほ
の
煙
た
て
し
を

逢
事
ハ
か
た
し
く
な
み
の
う
き
枕
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う
ら
み
ぬ
袖
は
ぬ
る
〉
も
の
か
は

　
右
　
　
（
貰
人
）

と
ま
や
も
る
家
路
の
月
を
捨
を
き
て

む

か

し
も
か
く
や
世
を
わ
た
り
け
む

い

の

ち
に
も
身
に
も
か
へ
ん
と
お
も
へ
と
も

あ
ふ
こ
と
を
う
る
人
の
な
き
か
な

月　
左
歌
こ
〉
ろ
詞
と
も
に
い
ひ
し
ら
て
、
寄

　

な
と
は
か
く
こ
そ
よ
ま
〉
ほ
し
け
れ
、

　

た
れ
の
人
そ
と
こ
x
ろ
の
中
お
も
ひ

　

し
ら
れ
て
心
に
く
〉
こ
そ
、
右
歌
尋

　
陽
の
江
の
月
を
存
せ
ら
れ
た
り
、

　

ま
こ
と
に
青
嵐
更
月
の
扁
舟
の

　

う
ち
お
も
ひ
や
ら
れ
て
あ
は
れ
に

　

き
こ
え
侍
り
、
但
歌
す
か
た
も
し

　
ほ
の
煙
た
ち
ま
さ
り
て
侍
り
、

恋　
左
の

う
た
い
か
に
し
て
い
て
き
侍

　
け
る
そ
や
、
世
の
末
に
は
あ
り
か
た

　
く
こ
そ
侍
れ
、
右
の
歌
、
題
ハ
た
し

　
か

に
み
え
て
こ
〉
ろ
こ
と
葉
を
よ
ふ

　

へ
く
も
侍
ら
さ
れ
ハ
、
左
勝
に
や
、

判
者

　
経
師

い

ま
さ
ら
に
な
に
さ
や
け
し
と
お
も
ふ
ら
ん

す

り
か
た
木
な
る
秋
の
夜
の
月
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顕微鏡写真の倍率は誌面上での倍率を表わす

写真2唇（x5．1） 写真3　医師の衣服の紐（x5．1） 写真4薬（x5．1）

写真5　天秤の分銅（x3．8）

灘・

写真8文箱の模様（x5．1）

写真6　天秤皿（5．1）

写真9桶の中の杓（x5．1）

写真7水差し（x5．1）

写真11御幣の白い紙（x3．8）

写真13 左の男の緑の衣服（x10．2）写真14　右の男の襟元（x3．8）

写真17　右の若者の左肩（x5．1） 写真18　左の男の上着の模様
　　　　（x5．1）

写真15 木材に打ち込まれた金属
の枠（x5．1）

写真19左の男の袴の模様（x5．1）



写真21青の下着（x5．1） 写真22　刀の手元（x5．1） 写真23　刀の刃先（x5．1）

写真25右側の紐（x5．1） 写真26右側の男の目（x5．1） 写真27　右側の男の袴の模様
　　　　（x5．1）

写真28　火の粉（x2．8） 写真30　左胸元の数珠（x5．1） 写真31　左胸元の模様（x5．1）

写真32 右胸元の剥落した数珠
（x10．2）

写真33鼓の紐（x3．8） 写真35　費（x10．2）

写真36双六板（x3．8） 写真38 左側の男の衣服の模様
（x5．1）

写真39　破風の木の葉（x5．1）



写真40　炎（x3．8）

写真44　白い模様が見える衣服
　　　　の胸元（x3．8）

写真47 黄色の袴の膝の部分
（x10．2）

写真41右側の人物の衣服の模様　写真42　所々に剥落がある海の波
　　　　（x3．8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（x3．8）

写真45　脚絆の脛の部分（x5．1）　写真46　脚絆のくる節の部分．

寸一一天　　　　　　　　　　　寸一天剥落がある・（x5・1）

写真48 赤茶の上着の腕の部分　　写真49
（x10．2）

風呂敷の模様（x5．1）

写真51巻物の紐（x5．1）


